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当所では、テキスタイル評価に関する研究を行ってきたが、評価体制の効率化と体系化に

課題があった。本研究では、生成 AIを用いたデータ集計アプリケーションの開発、評価フ

ォーマットの作成、ドレープ性試験の自動化ツールの開発に取り組んだ。データ集計と試験

作業の自動化、画一的な評価体制の構築により、テキスタイル評価の効率化と体系化を図っ

た。 
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１．緒言 

 テキスタイル評価では、川端ら１）の KES（Kawabata 

Evaluation System）をはじめとして、物性・機能性等

の感性的なテキスタイルの性能を数値化し、客観的に

評価する取組みが行われてきた。当所においても、テ

キスタイルの設計条件、KES 力学特性および物性・機

能性の相互の関係性を探る研究２）を行ってきた。物性・

機能性を発現する要素やメカニズムを解析して設計条

件にフィードバックすることで、テキスタイルの性能

を予測した設計を目指してきた。 

 しかし、テキスタイルには様々な評価項目が存在し、

かつ多種のテキスタイルで測定を行う必要があるため、

測定データの数も膨大になってしまう。従来、測定デ

ータは評価者が個別に集計・解析していたが、画一的

なデータ整理や管理なしに膨大な数のデータを扱って

いくことは難しい。 

そこで本研究では、テキスタイル評価における測定

データの体系的な整理・管理と、効率的な評価サイク

ルの構築を可能とするために、生成 AIを使ったデータ

集計アプリケーションの開発、画一的な評価フォーマ

ットの整理およびマクロ機能を用いた試験の自動化ツ

ールの開発に取り組んだ。 

 

２．実験 

２．１．データ集計アプリケーションの開発 

 

２．１．１．生成 AIを使ったプログラム開発 

 生成 AIを用いて、テキスタイル評価試験の測定デー

タを集計するアプリケーションの開発を行った。生成

AIとして OpenAIが提供する ChatGPT-4を用い、Python

コードによるプログラミングを行い、データ集計を行

う GUIアプリを開発した。各アプリのプログラム開発

は図１のように、①生成 AIに目的とする機能を持った

アプリのプログラムの記述を指示する、②生成された

プログラムからなるアプリを起動して指示通りに動作

するかを確認する、③修正点や追加機能を検討する、

というサイクルで行った。 

 
 

２．１．２．開発アプリの構成 

 開発したアプリの構成は図２のように、KES の５つ

の試験（引張、せん断、曲げ、圧縮、表面）の測定デ

ータを、①一つのファイルに連結する、②ファイルか

ら特定の行および列の数値を抽出しデータベースへ追

記する、③データベースから測定結果を読み込みデー

タベース中での分布を確認する、とした。 

 

 

２．２．評価用フォーマットの作成 

 評価用フォーマットに使用する項目として、テキス

タイル画像、設計条件、KES力学特性値、物性・機能性

を選定した。選定した項目を整理し、一覧で表示する

 
図１ 生成 AIを用いたプログラム開発フロー 
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図２ 開発したアプリケーションの構成 



スプレッドシート形式のファイルを作成した。 

 

２．３．ドレープ性試験の自動化 

画像処理ソフト ImageJのマクロ機能を用い、ドレー

プ性試験における面積計算を自動化する画像処理ツー

ルを開発した。マクロの構成を図３に示す。撮影した

カラー画像を 16bitのグレースケール変換後、粒子解

析で対象物を検出し、二値化処理を行ってピクセル数

から面積計算を行う構成である。 

 

 

３．結果と考察 

３．１．データ集計アプリケーションの開発 

 生成 AI を用いて開発した３つのアプリケーション

をそれぞれ図４、図５および図６に示す。 

 図４は、ファイル連結アプリの GUI画面を示してい

る。KES 力学特性の測定結果として出力される CSV フ

ァイルを一括で横方向に結合し、１つの CSVファイル

として保存することができるアプリである。ファイル

名をサンプル名等で統一することで、同一テキスタイ

ルの結果のみをフィルタリングして選択することがで

きる。このアプリは、次に示す集計アプリに使用する

データの前処理をするものである。 

 図５は、数値集計アプリの GUI画面を示している。

これは、ファイル中から測定結果の数値（KES の場合

LT, WT, RT等）を抽出して集計し、その平均値を自動

で算出するアプリである。図中の右側に経緯それぞれ

で算出された数値の平均値が表示され、集計結果の確

認ができる。また、集計値を特定のファイルに追記す

る機能を備えており、テキスタイル毎の特性値をデー

タベースとして保存し、一括管理することが可能であ

る。これにより、データ集計が容易となり、解析に使

用する特性値を短時間で得ることが可能となった。 

図６は、分布評価アプリの GUI画面の一部を示して

いる。データベースファイルに蓄積した測定データか

ら参照したいテキスタイルを選択すると、測定結果の

数値、データベース中での順位および偏差値を表示す

ることができる。偏差値はカラースケールしたバーで

も表示しており、バーが短く赤色に近いほど数値が低

く、バーが長く青紫色に近いほど数値が高くなるよう

に調整し、色と長さの視覚的な違いとして表現した。

１７つある KES力学特性値から、特徴となる特性値が

一目でわかるようになり、テキスタイル評価の判断材

料としての活用が期待できる。 

本研究ではプログラムのコード記述をすべて生成AI

に実行させたが、この方法でのプログラム開発で目的

に合ったアプリの開発が十分可能であると分かった。 

 

 

 

 

３．２．評価用フォーマットの作成 

作成したテキスタイル評価フォーマットを図７に示

す。テキスタイルの外観画像、設計条件（糸繊度や密

度、組織等）、KES力学特性および物性・機能性を一つ

のデータシート上に整理し、画一的な評価のためのフ

ォーマットを作成した。データの形式を統一すること

で、テキスタイル間での比較が容易となり、テキスタ

イル選定時の資料としても活用することができる。ま

た、このデータを実物のテキスタイルと併せて管理す

ることで、設計条件の記録や製品の品質保証のための

バックデータとして運用することも可能である。

 
図３ 面積自動計算ツールのフロー図 
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図４ ファイル連結アプリの GUI画面 

 
図５ 数値集計アプリの GUI画面 

 

図６ 分布評価アプリの GUI画面の一部 



 

 

３．３．ドレープ性試験の自動化 

画像処理ソフト ImageJのマクロ機能を用いて、ドレ

ープ性試験における面積計算を自動化する画像処理ツ

ールを開発した。図３のフローにより、撮影したドレ

ープ形状画像を 16bitのグレースケールに変換する。

次に、粒子解析を行い、画像中から 5000ピクセル以上、

円形度 0.4以上の粒子を検出し対象の輪郭を抽出する。

その後、輪郭内部を黒、背景を白で二値化処理を行い、

黒のピクセル数を計測することで、面積を算出する構

成とした。 

 図８に画像処理前後のドレープ形状画像を示す。開

発したマクロによる画像処理でドレープ形状を正確に

捉えていることがわかる。 

 従来、ドレープ画像の面積算出は、対象物の輪郭を

多数の点で指定し、多角形として面積を算出していた

が、これは PCの画面上でのマウスクリックによって手

作業で指定していたため、画像１枚当たり 15分以上の

時間がかかり、得られる数値の正確性についても作業

者依存となっていた。 

開発したマクロを図８のドレープ画像に実行して得

られたドレープ係数は 0.334となり、手作業で行った

0.332と同等の値が得られている。0.002とわずかに差

があるが、これは目視による輪郭の判別や手作業での

点の取り方では誤差が生じてしまうためと考えられる。

開発したマクロ機能を活用することで、画像１枚当た

り 1分程度で面積を計算できるようになり、ドレープ

性試験の大幅な効率化と正確性の向上が可能となった。 

 

 

４．結言 

 生成 AIを用いたプログラム開発により、試験データ

の集計を自動化するアプリの開発を行った。データの

集計と簡易的な統計処理評価により、テキスタイル評

価の効率化とデータベース化体制の構築を図った。生

成 AI によるプログラム開発で目的に合わせたアプリ

ケーション開発が十分可能であると分かった。 

また、評価フォーマットの作成により、テキスタイ

ル評価における画一的なデータ整理・管理を可能とし

た。画像処理ソフトのマクロ機能の活用により、ドレ

ープ性試験の面積計算を自動化するツールを開発し、

試験の効率化と正確性向上が可能となった。 
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図７ テキスタイル評価フォーマットの例 

  

図８ 画像処理前後のドレープ形状画像 


